
2022年 11月 29日        

北陸電力株式会社、東北電力株式会社        

１．2022年度の試行方針 

原子力事業者間ピアレビューの試行は、以下の 2項目とする。 

【試行Ａ】ピアレビュー評価シート（新規作成）を用いた原子力事業者間評価 

【試行Ｂ】ＮＲＡ訓練評価指標を用いた原子力事業者間評価 

 

【内容概略】 

 試行Ａ 試行Ｂ 

試行目的 
○評価体系・評価プロセスの構築・高度化 

○全社統一的な評価シートの作成・高度化 

○原子力規制庁と同じ評価ができ

るか否か 

試行 

プラント 

○ＢＷＲ（柏崎刈羽、女川） 

○ＰＷＲ（伊方、美浜） 
（同左） 

評価者 

派遣先 

○緊急時対策所 

○現場 

○即応センター 

○即応センター 

○ＥＲＣ 

評価対象 

○緊急時対策所 

○現場 

○即応センター 

○即応センター 

○ＥＲＣリエゾン 

評価方法 

○評価シート 

・意思決定、現場実動能力 

・情報伝達 

○観察 

○エビデンス集 

○アンケート 

評価結果 ○良好事例・気付き事項の抽出 ○絶対評価（ＡＢＣ評価） 

 

２．試行における評価対応チームの体制及び被評価発電所 

【評価体制】 

○試行における評価者は、評価対象（①緊急時対策所、②現場、③即応センター、④ＥＲＣ）毎に各

社１名設置（なお、運用開始後の評価者人数は、試行結果を踏まえて別途検討） 

○被評価発電所との調整役として、評価対応チームの中から、評価実施責任者（1名）を設置 

○評価者は、訓練設計（いわゆる、訓練事務局）経験者、緊急時対策本部要員の指揮者クラス（本部

の班長クラス）経験者又は現場経験者から選任する。なお、訓練未実施の事業者においては、上記

基準を参考に適切な評価者を人選する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価対応チーム体制図（計 8～12名体制） 

 

【評価対応チームの構成】 

○評価対応チームは、事業者で４チーム設置 

○チーム内に再稼働及び国総合防災訓練経験事業者を分散配置 

○評価対応チームの構成は基本的に固定 

 

 

 

【評価対応サイクル】 

○評価対応チームが担当する被評価発電所は、2年間隔とする。 

ｎ年度、ｎ＋１年度 ｎ＋２年度、ｎ＋３年度 備 考 

   

 

【2022年度の被評価発電所と評価対応チーム】 

○試行する訓練は、全事業者が訓練評価に参加できるようＡ～Ｄチームそれぞれ１訓練を対象 

被評価発電所 実施日 評価対応チーム 備考 

①四国 伊方 2022年 12月 Ｃ 北海道、東京、中部  

②東電 HD 柏崎刈羽 2023年 2月 Ｄ 九州、東北、電発  

③関西 美浜 2023年 3月 Ａ 四国、中国、原電  

④東北 女川 2023年 3月 Ｂ 関西、北陸  

 

３．試行Ａ「ピアレビュー評価シートを用いた原子力事業者間評価」の検討 

【評価方法】 

○評価対象は、①緊急時対策所、②現場、③即応センターとする。 

○評価シートの着眼点は、以下とする。 

・統一的な観点として、重要な局面における意思決定・情報伝達に加え、現場実動能力を評価 

 （重要な局面） 

 事象発生～本部体制確立・事象区分判断・通報連絡（初動対応） 

 最初の原災法事象（SE/GE）の該当 

 ブリーフィング、目標（戦略）設定、中長期目標（戦略）設定 

・訓練ユニークな観点として、当該訓練の目的を踏まえた重点ポイントを評価 

○また、評価シートは、以下の点に留意し作成する。 

・「全社一様に評価」できるよう、可能な限り炉型・プラントユニークな記載を削除した標準的な

記載とする。 

・期待事項を設定し、良好事例・気付き事項の抽出を促す記載とする。 

現場［試行Ａ］ 評価者（取りまとめ）１名 

緊急時対策所［試行Ａ］ 評価者（取りまとめ）１名 評価者１～２名 

評価者１～２名 即応センター［試行Ａ］［試行Ｂ］ 評価者（取りまとめ）１名 

評価者１～２名 ＥＲＣ［試行Ｂ］ 評価者（取りまとめ）１名 

評価者１～２名 

評価対応チーム 

Ａ 四国、中国、原電 

Ｂ 関西、北陸 

Ｃ 北海道、東京、中部 

Ｄ 九州、東北、電発 

 

チームＡ 

チームＣ 

チームＢ 

チームＤ 

チームＡ 

チームＣ 

チームＢ 

チームＤ 

評価対応チーム 

被評価発電所 

資料１ 2022年度 原子力事業者間ピアレビューの試行方針 

① 



４．試行Ｂ「訓練評価指標を用いた原子力事業者間評価」の検討 

【評価方法】 

○評価対象は、①即応センター、②ＥＲＣとする。 

○訓練評価は、原子力規制庁による訓練評価の進め方を踏まえ、 評価指標別に下表のとおりとする。 

○指標 2、3は、ERCプラント班アンケート結果を受領し、訓練評価対応チームにて集約・評価する。 

また、訓練評価対応チームも同様のアンケートを実施する。 

指標 原子力規制庁による訓練評価 訓練評価対応チームによる訓練評価 

1 事前面談（エビデンス集） （同左） 

2 
当日評価＋ （同左） 

ERCプラント班アンケート ERCプラント班アンケート集約・評価 

3 

当日評価＋ （同左） 

ERCプラント班アンケート＋ ERCプラント班アンケート集約・評価 

事後面談（エビデンス集） （同左） 

4 
当日評価＋ （同左） 

事後面談（エビデンス集） （同左） 

5 事前面談（エビデンス集） （同左） 

6 事前・事後面談（エビデンス集） （同左） 

7 事前面談（エビデンス集） （同左） 

8 事後面談（エビデンス集） （同左） 

9 事後面談（エビデンス集） （同左） 

10 事後面談（エビデンス集） （同左） 

11 事後面談（エビデンス集） （同左） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．試行Ａ及びＢ評価プロセスの検討 

【評価プロセス（イメージ）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

【試行Ａ】 

・被評価発電所は、目的・目標、訓練内容、マルファンクション、実動範囲等

を訓練評価対応チームに説明 

また、特に評価してほしい観点等、評価に際し特記事項がある場合は、上記

に併せて説明（重点的評価ポイント設定（１～２ポイント）） 

・訓練評価対応チームは、被評価発電所の説明を踏まえ、評価シートを修正 

【試行Ｂ】 

・被評価発電所は、５週間前面談資料を訓練評価対応チームに説明 

事前準備 

（訓練２週間前） 

【試行Ａ】 

・訓練評価対応チームは、評価シートを用いて評価（良好事例、気付き事項等を

抽出） 

【試行Ｂ】 

・訓練評価対応チームは、観察による評価及び ERCプラント班アンケートを実施 

訓練 

【試行Ａ】 

・訓練評価対応チームは、評価対象毎に結果を取りまとめ 

・訓練評価対応チーム内で議論・整理し、被評価発電所へ評価シートを提出 

【試行Ｂ】 

・訓練評価対応チームは ERCプラント班アンケートを受領し、集約・評価 

評価取りまとめ 

（訓練２週間後） 

【試行Ａ】 

・被評価発電所は、評価取りまとめ結果を内容確認。 

【試行Ｂ】 

・被評価発電所は、３週間後面談資料を訓練評価対応チームに説明 

内容確認 

（訓練３週間後） 

【試行Ａ】 

・訓練評価対応チームは、被評価発電所のコメントを踏まえ、評価シートの内

容修正 

・評価結果 FIX後、被評価発電所へ評価結果を提示 

【試行Ｂ】 

・訓練評価対応チームは、訓練評価指標を用いた評価結果を取りまとめ 

（原子力規制庁による訓練評価指標の評価結果を入手次第、同じことができ

たか否かの評価を実施） 

評価結果 FIX 

（訓練１ヶ月後） 

【試行Ａ】 

・被評価発電所は、評価結果に基づく改善活動を実施するとともに、良好事例、

気付き事項等を他事業者へ共有 

訓練結果に基づく 

改善活動 

② 
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